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「オンライン授業　1/25～」
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、1/25火から
自宅待機せざるを得ない生徒への学習支援として、
オンライン授業を開始しました。
　オンライン授業は、授業開始前に、自宅待機中の
生徒のiPadと学校のiPadを接続して、授業の様子を
生配信し、授業に参加する形式で行っています。
　授業内での小集団活動では、お互いに画面上で顔
を見ながら話し合い活動を行っています。

泰山北斗
元気が一番　北中学校区

　令和３年度も残り少なくなってきました。コロナ
禍とはいえ、今年度も地域の方々には交流の場を通
して大変お世話になりました。１、２年生の職業講
話や３年生の防災学習では、生徒たちの将来の生き
方、そして地域を守る防災の具体的なお話が聞けま
した。城北地区ふれあいまつり「しろきた音楽祭」
には、吹奏楽部の生徒が参加させていただき、１、
２年生の最初の演奏の場となりました。原泉区長会
の皆様には、今年も見事な門松を作っていただきま
した。これらの交流の際、とにかく皆さんが元気だと感じました。そして学校
運営協議委員の皆様には、授業を参観していただき、学校運営に貴重な御意見
をいただきました。

　そのまま北上し、落合荘さん付近を通り、「こん
にゃく亭」さんに立ち寄ると立派な今年の干支、寅
のオブジェが私を迎えてくれました。施設の準備を
して出てきた鈴木さんのお話を聞いても、遠方から
立ち寄ってくれる観光の方々へのおもてなしの気持
ちが伝わってきました。実は少子高齢化の波を受け
た地域に中学生も交えて新たな作戦をと妙な考えを
もって動いたわけですが、みなさんそんなことは話
題に出さず、むしろその元気な姿に私もパワーをもらいました。
　この秋、アート部の生徒たちは地元を紹介するポスターを何枚か描きまし
た。どれも生まれた地域を大切にする気持ちがあふれていました。元気な地域
に元気な北中生、来年度も地元を大切に思う気持ちを育てていきたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　大倉　浩

　　　　　　　　　　　　　先週の休日、久しぶりに車で学区内を移動してみ
　　　　　　　　　　　　ました。まず北に向かい、法泉寺に立ち寄ってみま
　　　　　　　　　　　　した。温かく迎えてくださった笛岡さんによると、
　　　　　　　　　　　　以前と変わらぬ地域の行事や人々の交流のことで、
　　　　　　　　　　　　話がはずみました。そのまま倉真に向かい、地域の
　　　　　　　　　　　　商店「水車」さんに寄って店主の戸塚さんと久々に
　　　　　　　　　　　　話をさせていただきました。近くに大きな工場がで
　　　　　　　　　　　　き、昼間は自動車が大変多いとのことでした。夢中
になって野球の練習をする小学生たちの話題も出ました。



「２年生進路説明会　2/4」

「部活動再開　2/24」

保護者の皆様へ

　2/24木から約５週間ぶり（1/21金以来）に部活動
を再開しました。3/4金までは、校内活動のみで平日
１時間以内の活動から始め、感染拡大状況や生徒の
体力の回復状況を踏まえながら、通常活動への移行
ための準備期間として段階的に進めていきます。
　生徒たちは、久々の部活動で汗を流しながら、活
動できる喜びと楽しさを味わっていました。

　保護者の皆様の御協力のおかげで、２月も円滑な学校教育活動を行うことが
できました。３月には、３年生の公立高校入試（３／３木・４金）が控えてい
ます。手洗い・マスクの着用等、感染拡大の防止に御協力願います。また、発
熱等の症状がある場合は、登校を見合わせるよう御協力願います。

【３月の教育活動】

　まん延防止等重点措置期間のため、２年生の進路
説明会は、保護者の出席なしで実施しました。
　掛川工業、袋井商業、掛川西、常葉菊川高校の副
校長・教頭先生方をお迎えし、自校の特色や入学者
選抜に関すること、卒業後の進路先等を含めた学校
紹介をしていただきました。
　２年生の生徒全員が、真剣に説明を聞きながらメ
モを取っていました。※２年生の保護者の皆様には、
2/7より当日の説明会の様子を動画で視聴できるよう配信しました。

（人）

teacher
スタンプ


